
人口減少や高齢化が進む地域において、持続可能な地域活性化の手法として注目される「観光まちづくり」
を多角的に捉え、観光まちづくりの歴史的背景から現代の政策に至る道筋を整理した上で、今後の発展方向
を考察します。​
日本の観光は、訪日客増加を背景に大きく成長しましたが、現在は持続可能性や地域との共生が重要な

テーマとなっています。観光政策の歴史的変遷を踏まえたうえで、国内の先進事例として、新たな価値を創出
することを目指し、地域資源を再編集しストーリー化している地域や、消費型コンテンツから体験型コンテン
ツへの転換を図っている地域など、多様な取組状況を調査します。​
一方、和歌山県内においては、観光を軸とした地域経済循環の活性化を図り、関係人口創出の重要性が高

まっている状況です。今後の目指す方向性として、データ利活用によるターゲット選定や商品開発等を進める
手法、広域的な連携により地域固有の特色を組み合わせた観光メニューの充実、などを図ることが求められ
ており、観光まちづくりを産業へと昇華させる重要性を考察します。

製造業において「品質」は、単なる製品の特性の一つではなく、事業活動全体を支える最も基礎的な要素
です。いかに優れた技術や斬新なアイデアを持っていたとしても、品質が伴わなければ製品は市場から評価さ
れず、企業としての信頼も長続きしません。品質とは、顧客が求める機能、性能、信頼性や安全性を確実に満た
すことであり、製造業の存在意義そのものと深く結びついています。​
特に近年、製品の高度化・複雑化が進む一方で、グローバル競争の激化や顧客ニーズの多様化が進展して

います。このような環境下においては、価格競争やスピードだけで企業が生き残ることは困難であり、安定し
た品質を継続的に提供できるかどうかが、企業の評価を大きく左右する要因となっています。ひとたび品質
問題が発生すれば、回収や補償に伴う経済的損失だけでなく、長年築いてきたブランド価値や社会的信用を
一瞬で失う可能性もあります。​
したがって、製造業が持続的に成長し、生き残っていくためには、品質を従来のような特性や要素として捉

えるのではなく、経営の根幹を成す絶対条件として位置づける必要があります。今回、製造業における品質の
位置づけについて整理し、その重要性と果たす役割について考察します。​

当研究所では“WISEメールマガジン”を発行し、HP
の更新状況や、講演会・セミナー等のご案内などを
お知らせしております。​
登録ご希望の際は、下記アドレスの「WISE メールマ
ガジン」から、必要事項をご記入の上、お申し込み下
さいますようお願いいたします。​

​URL : https://www.wsk.or.jp​

■ 会費	：	1 口  2万円（年）​

■ 特典	：	刊行資料の配布、
		  調査・研究成果の提供、​
		  講演会・セミナー等への参加、
		  情報提供等

研究所だより研究所だより
現在、研究取組み中の一部をご紹介します。
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